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1.はじめに
スポーツ競技において､選手の体力や特性を知
ることは非常に重要なことである｡ 国立スポーツ
科学センターの開設を始めとして､日本全国に開
設されるトレーニングセンター､医科学センター
の類はその裏付けとも言えよう｡ 新潟県において
も､ワールドカップが開催されるビッグスワン内
に､スポーツ医科学センターに類する機関の設置
が噂されている｡
こういった動向に先駆け､新潟県水泳連盟では
1994年より連盟の一組織として医科学委員会を立
ち上げ､選手強化のサポートを行ってきた｡そこ
で行われるサポートは年2回の体力等測定合宿の
開催と測定結果のフィードバック､国体の現地で
のメディカルサポート､強化合宿における医科学
サポート等といったものである｡ これだけでも地
方の一組織としては画期的左ことであるが､さら
にこれらが現場主導 (現場の理解の上)で行われ
ているという点で非常に類希なものであると考え
られる｡これは現場の指導者､コーチの方の熱意 ･
情熱が背景にあることは言うまでもない｡そして
こういった先駆的独創的な試みを可能としている
現場の指導者､コーチの方の情熱が､ついには昨
年のシドニーオリンピックでNM選手の100m女子
背泳ぎ銀メダルという快挙に繋がっていく｡
本稿ではオリンピックメダリストを生み出した
新潟県水泳連盟に､現場主導で立ち上がった医科
学委員会の主活動､特に年2回開催される体力等
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測定合宿からの報告を中心に行うものである｡
具体的な内容としては､
①新潟県水泳連盟医科学委員会の簡単な概要と活
動
②医科学委員会体力等測定合宿での体力測定項目
の紹介および最近の結果からの事例報告
③NM選手の高校時代の体力測定の結果特に有酸
素性能力について
④医科学委員会の今後の課題
以上である｡
2.新潟県水泳連盟医科学委員会の概要
新潟県水泳連盟医科学委員会は､総務､普及 ･
指導､競技､競技力向上の4つの部門で構成され
る連盟組織のうちの競技力向上に位置する-委員
会で､競泳委員会､飛込委員会､水球委員会､シ
ンクロ委員会とともに競技力向上部門を構成して
いる｡
前述のように､医学委員会では年2回の測定合
宿の開催の他､国体現地でのメディカルサポート
(種々の障害･疾病への対応等)､強化合宿におけ
る医科学サポート (メンタル ･マネイジメントや
後述する牽引水泳時パワー計測等)を行っている｡
国体におけるメディカルサポートでは､医科学
委員の医師が国体期間中水泳チームに帯同し､そ
の間の選手の風邪等の疾病対策､腰痛や肩痛への
対応等を行い､現場での選手のパフォーマンスの
維持 ･向上の一翼を担っている｡
2001年6月30日受理
1)新潟県水泳連盟医科学委員会
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強化合宿における医科学サポートでは医師が合
宿を訪問し､国体同様合宿中の疾病の対応や慢性
的な障害の対応､そして選手の健康相談やアドバ
イスを行っている｡ またメンタルマネイジメント
として､選手の合宿中のやる気や長期的なドロッ
プアウト防止のための対応といった基礎的な研究
が行われている｡ あわせて､合宿時にエルゴメー
タ･アタッチメントを用いた牽引水泳 (STS)
時パワーの計測を行い､選手のパフォーマンス評
価の一助としている｡このSTS時パワーの測定
は競技会においても実施され､複数のアタッチメ
ントによるパワーの同時多計測によって､選手の
パフォーマンス評価を行っている2)0
また話しの順番が前後するが､STS時パワー
の測定に用いるエルゴメータ･アタッチメントの
開発等､新しい測定方法や測定技術の開発日 も委
員会活動として実施している｡
こういった諸活動のなかに､前述のように､医..
科学委員会では年2回体力等の測定のためだけの
合宿 (測定合宿)を実施している｡
3.体力等測定合宿の概要
体力等測定合宿における測定項目は原則的に(∋
形態､(参運動駆動能力､(参フィールドテストを中
心に行われ､(∋形態は長育､周育､脂肪率､柔軟
性の測定､②運動駆動能力は有酸素性能力として
トレッドミル走行時の最大酸素摂取量､AT
(AnaerobicThreshold)､無酸素性能力として自
転車エルゴメータ駆動時の最大パワー (最大無酸
素性パワー)の測定､(参フィールドテストとして
は200m個 人 メ ドレー､T30､牽 引水 泳
(SemitetheredSwimming:STS)時最大パワー
および ミドルパワーの測定を行う｡測定項目につ
いては､その年々によって多少の変更がある｡
測定は､長岡技術科学大学体育 ･保健センター
および屋内プールにおいて､前述のように年2回
実施される｡測定された結果は､被験者である新
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潟県水泳連盟強化選手個人ならびにその指導者 ･
コーチにフィードバックされるとともに､年度末
に新潟県水泳連盟医科学委員会報告番として刊行
される｡
なお､測定合宿に併せて医科学委員会が開催さ
れ､委員会の方向性や現場での医科学の有効な利
用について検討される｡
4.最近の体力測定結果からの事例報告
表1は､女子強化選手STS時ミドルパワーの
測定結果一例を示している｡STS時ミドルパワー
は､33秒間の連続的なSTS時のパワーの推移か
ら､5-10秒間､15-20秒間､25-30秒間の3つ
の区間と､それら3つの区間の平均値の､計4つ
のパワーを求め水泳のパフォーマンスを評価する
ものである｡ この測定は､エルゴメータを用いた
WingatePowerTestの改良である40秒パワーテス
トを水泳用に改良したものである｡
表2は､各強化選手のパフォーマンスの指標と
して50mおよび100mのベストタイムから算出した
泳速と､5-10秒間､15-20秒間､25-30秒間の
パワーおよびその3つの平均パワーの関係を示し
たものである｡
50m､100mの泳速とすべてのパワーとの間に有
意な相関関係が認められている｡ここで注目され
る点は､50mの泳速とSTS25-30秒間のパワー
の相関が0.551と他の相関関係に比較して低いこと
である｡50mの競技 (自由形)は､その所要タイ
ムが男子24秒､女子で26秒程度である｡すなわち､
50mの競技におけるパフォーマンスを考えると30
秒前後でのパワーよりもむしろ10-20秒間の高い
パワーの発揮が重要となると考えられる｡ この結
果は､男子において塩野谷らが報告した結果と同
様のものであった3)0
逆に100mの場合は､30秒前後にある程度の高い
パワーが発揮されなければ､勝てないということ
になるだろう｡100mの場合､25-30秒間における
? ? ? ?
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表 1:女子強化選手の測定前年度50m､100mベストタイム時から算出した泳速とSTS時ミドルパワー
(33秒間牽引時)/第一区間 (5-10秒)､第二区間 (15-20秒)､第三区間 (25-30秒)およびその3
区間の平均パワー｡パワーの単位はいずれもWatt｡
氏 名 50m泳速 100m 泳 第-区間 第二区間 第三区間 低下率 : 低下率 : 3区間の
(班/砂) 逮(m/秒) パワー パワー パワー 第-から二(%) 第一から二(%) 平均バワ
YD 1.84 1.68 46.8 30.0 8.5 64.1 81.2 28.5
ⅠG 1.74 1.63 38.5 19.8 ll.3 50.1 70.9 23.5
TN 1.60 25.3 14.4 9.1 57.0 63.9 16.3
MR 1.69 35.3 16.6 8.5 47.2 75.8 20.5
NS 1.67 1.59 29.4 14.0 8.2 47.7 72.0 17.5
KS 1.76 40.4 21.2 ll.2 52.5 72.3 24.3
ⅠT 1.76 1.62 32.0 14.4 7.5 45.1 76.5 18.0
KW 1,77 1.63 39.2 19.6 ll..3 50.0 70.7 23.4
TS 1.73 1.59 28.2 ll.4 7.6 40.3 73.1 16.0
NG 1.78 1.64 33.2 20.5 5.1 61.8 84.4 21.7
ON 1,74 1.59 28.3 14.5 7.5 51.4 73.5 16.8
KD 1.68 1.52 26.9 4.7 3.0 17.5 88.7 ll.5
SN 1.68 1.64 28.2 2.3 2.2 8.0 93.3 10.9
SJ 1.68 1.50 26.9 5.4 2.0 20.5 92.9 ll.3
留意点)50mおよび100mのベストタイムは､各種目の前年度30傑より調査｡空欄の選手については該当
する資料がなし｡
表2:50m､100mのパフォーマンスと各測定区間並びにその平均パワーの関係 (相関係数)
50mパフォーマンス 100mパフォーマンス
第-区間のパワー 0.769(p<0.01) 0.778(p<0.01)
第二区間のパワー 0.877(p<0.01) ･0.923.(p<0.01)
第三区間のパワー 0.551(p<0.05) 0.724(p<0.01)
3区間の平均パワー 0.~824(p<0.01) 0.913(p<0.01)
留意点)第一区間:5-10秒間のパワー､第二区間:15-20秒間のパワー.第三区間は25-30秒間のi
パワー｡またパフォーマンスは､各被験者の50m､100mの前年度ベストタイムから算出している｡
パワーとの関係は0.724と､50mのそれと比較して
高いものであった｡このことはトレーニングを考
えると､100mでは30秒以降に高いパワーを発揮で
きるような練習内容が必要となることを示唆する
ものと考えられる｡
5.NM選手の高校時代の体力
(有酸素性能力)について
表3は､1995年度の測定合宿におけるトレッド
ミル走時の有酸素性能力の指標としての最大酸素
摂取量 (VO2max)の測定結果 (女子)について示
している｡ シドニーオリンピックで銀メダルを獲
得したNM選手は､高校2年生でアトランタオリ
ンピックの前年度の結果である｡ なお､最大酸素
摂取量の決定は､トレッドミル走行時の呼気ガス
分析により､呼吸商 (R)が1.15以上､心拍数が
190bpm以上のどちらかであることを確認の上､本
人の疲労困億の指示または験者の判断時の酸素摂
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表3:トレッドミル走による女子強化選手の有酸
素性能力評価 (1995年)
氏 名 VO2m8Ⅹ HRmaX Rm aエ AT_VO2
m地d分 bpm m氾d分
HM 52.4 196 1.12 32.9
TK 48.1 186 1.08 38.3
KK 52.3 187 1.05 41.8
MT 41.8 199 1.21 34.4
NM* 51.0 184 1.15 41.8
NO 55.0 198 1.24 42.8
:KN 47.8 190 1.09 39.4
表4:NM選手の最大酸素摂取量測定結果の推移
年度 VO2m8Ⅰ HRmaX Rmaエ AT_VOA
ml瓜d分 bpm m氾d分
1995年 52.0 184 1.12 42.5
1995年 51.0 184 1.15 41.8
1996年 47.2 185 1.18 44.4
表5:NM選手のSTS(7kg 牽引)時最大/t.
ワーと他の強化選手の測定値例 (1996年以降)の
比較 :単位はいずれもWatt
種目 背泳ぎ クロー ル 平泳ぎ イくタフライ
33.8 33.4 36.2 42.4
29.8 38.7 37.0 35.3
42.2 36.7 33.6 38.0
30.0 36.1 31.6 43.2
34.3 35.7 51.9
30.9 42.2
37.0
NM 55.0
留意点)背泳ぎの平均に､NM選手の数値55.OWは含ま
れない｡また種E]特性として,STS時最大パワーは背
泳ぎ､クロール､バタフライ､平泳ぎの順で数値が大き
くなる傾向がある｡しかし､平泳ぎについては､他の種
目が7-8kg牽引時に最大パワーとなるのに対して､平
泳ぎは14kg以上の牽引時に最大パワーとなるため､ここ
でのパワー (7kg牽引時)は小さい｡
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取畳をもって行った｡
測定結果は位大酸素摂収Ei･体並当り51.00m
1/kg/minで､強化選手のなかでも必ずしも高い数
値とは言えない｡
また表4には､翌1996年のアトランタオリンピ
ックの年を含めたNM選手の穀大酸素摂取量の測
定結果について示している｡
3回の測定は､いずれも50mlJkg/min前後であ
ることから有酸素性能力の指標となる最大酸素摂
取立はここで示される程度の数倍であったことが
予想される｡
この数値をもって､NM選手が体力がどうこう
といった評価を下すことは適当ではない｡表5で
はNM選手のSTS時の最大パワー(7kg牽引時)
を､それ以降の強化選手の測定値例と比較してい
るが､NM選手のパワーは圧倒的である｡
すなわち､NM選手については瞬発的ないわゆ
る無酸素性の能力が非常に商いのに比べ､持久的
な有酸素性の能力は水泳選手としては特別長けて
いるわけではないと考えられる｡ それはNM選手
が､100mといった短距離種目で高いパフォーマン
スを発揮することからも裏付けできよう｡
6.医科学委員会の今後の課題:医科学は選
手のために何ができるか?
では､NM選手は有酸素性能力が低いと言い切
れるであろうか?シドニーオリンピックの前年､
同じオーストラリアのパースで開催された世界選
手権でNM選手は100mとともに200mにおいても
メダルを獲得している｡
100m競技では無酸素性能力の依存度が高いが､
200mにおいてはこれが逆転して､全エネルギー供
給の60%を有酸素性能力に依存していると言われ
る｡
とすれば､200mでもメダルを獲得しているNM
選手の場合はどのように解釈すればよいのであろ
うか｡
Tl
し√
この点について､次のようには考えられないだ
ろうか｡これまで例えば､オリンピックのような
国際大会があると､その代表選手は例えば最大酸
素摂取長等の測定を行い､資料としてその後の選
手強化に活用されてきた｡しかし､それは一覧と
して各競技種目の比較のような形式で報告されて
おり､種目の特性といったものはあまり考慮され
ているとは言い難い｡
すなわち水泳競技では､水泳競技に必要な能力
があり､最大酸素摂取量51.00ml/kg/minは陸上競
技長距離と比較すれば高い数値ではないが､水泳
競技の有酸素性能力という点では､十分な数値で
あるという解釈である｡事実これまでは､すべて
の競技で最大酸素摂取量がいくつ最大無酸素性パ
ワーがいくつ､WingatePowerTestがいくつであっ
た｡
今後は､それぞれの競技種目の特性をもっと考
慮した測定方法というものが考えられてきてもよ
いのではないだろうか｡
このような点も踏まえて､新潟県水泳連盟医科
学委員会活動特に測定合宿等に係る問題点および一
(今後の)課題を以下のようにまとめておく｡
① 測定項目に水泳の特性を考慮するとともに連
続性 (単発的な測定ではなく､数年間続ける)
を持たせる
② 新しいフィールドテストの開発｡STS時ミ
ドルパワー測定やT30の実施｡
③ 測定対象者の拡大｡小中学生までを対象とす
る｡医科学委員会枠の強化選手の推薦(2000年よ
り)
@ マンパワーの拡充 (医科学委員の増員)
以上である｡
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